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へ
、
　
、

斬

紮・火憲

認用鱒
　心

土
地
買
収
な
ど
議
次
す
る

第
三
回
臨
時
村
議
会
終
る

　　　　　．，松代　公　民　舘，新　聞
　　　　ノし　　　　ヴの　　ユム　　　　 去

る
五
凋
十
六
日
第
－
三
回
臨
時

村
議
会
が
開
会
さ
れ
左
の
日
程

に
ょ
り
各
々
審
議
さ
れ
同
日
可

決
さ
れ
九
。

日
程
第
一
『
寄
附
採
納
の
件
、

、
、
松
代
中
学
校
屋
内
蓮
動
揚
建
．

築
費
中
の
最
寄
部
落
の
寄
附
9

採
納
金
額
は
次
の
通
り
　
　
　
－

一
に
一
〇
八
、
六
三
二
円
．
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代
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四
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九
五
六
円
池
之
畑

蓬池千下
李尻年山

O
O
O
円

町
程
第
二
、
土
地
費
上
の
件

大
字
海
老
字
道
端
一
、
六
〇
八
番
地

の
一
他
一
一
一
筆
，
五
噸
九
坪
を
此
度

村
で
買
牧
す
る
事
に
な
つ
た
。

日
程
第
三

　
第
一
回
歳
入
歳
出
邉
加
更
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予
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〇
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露
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瓢
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．
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．
毛
O
、
誠
課

　
猟
O
O
　
　
　
六
八
、
O
O
O

　
　
　
　
宍
九
」
一
δ
O

昌
、
八
一
嵩
　
　
　
　
二
、
八
蒼
一

一
茜
、
至
O
昌
、
一
9
一
、
七
〇
几

　
　
　
　
　
一
詑
0
8

一
宍
、
蝋
竃
O

八
、
四
8

三
、
モ
さ

三
、
一
τ
Q

一
三
七
、
蕪
〇

一
八
九
、
翫
鴬
O

識
昌
五
、
七
七
〇

妻
冗
、
蜷
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滋
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茜
胤

闘
、
営
繕
費
棄
O
、
一
流
　
　
　
　
　
，
四
〇
、
8
0
　
毫
O
、
一
烹

四
、
松
代
中
学
校
費
八
〇
四
、
冗
二
七
茜
、
一
盈
四
d
炎
．
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四
、
全
O
、
〈
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、
、
需
用
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七
、
七
δ

一
田
、
営
繕
費
　
盛
、
七
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、
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築
費
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、
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〇

」
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、
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四
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、
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、
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」
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一
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O

　
｝
「
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O
O

＝
、
八
8

六
瓢
五
、
八
昌
三

　
一
豪
O
O

．
互
、
一
叢
O

歳
出
合
計
西
、
窒
、
四
穴
西
、
一
杢
、
美
窒
究
、
三
琴
峯
、
一
禿

　
　
　
中
学
校
屋
内
運
動
揚

　
　
　
　
　
建
設
の
教
育
効
果

　
　
創
立
満
五
年
待
望
の
屋
内
蓮
動

　
　
揚
は
経
済
多
難
な
本
年
で
あ
る

　
　
が
建
築
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て

　
　
い
る
。
．

　
　
血
の
出
る
や
う
な
学
区
民
の
負

　
　
担
も
あ
る
が
建
談
に
ょ
る
効
果

　
　
を
考
え
る
と
ゆ
る
が
せ
に
出
來

　
　
な
い
。
今
迄
屋
内
運
動
揚
が
無

　
　
か
つ
た
時
の
学
校
蓮
営
上
の
支

　
，
障
は
建
設
に
よ
つ
て
排
除
さ
れ

　
　
る
こ
と
に
よ
つ
て
漱
育
の
効
果

　
　
が
如
実
に
現
れ
る
．
こ
と
を
期
待

　
　
し
て
い
る
。

　
　
〉
教
育
上
の
支
障

　
　
咽
全
校
の
組
織
的
築
団
活
動
に
‘

① 日五十二月五年七十二和，昭

　
1
毎
日
朝
禽
が
拙
來
な
い

　
2
大
会
卒
業
式
学
芸
会
等
が

　
満
足
に
出
来
な
い

．
3
生
徒
朋
の
新
し
み
が
欠
け

　
る
コ

ご
保
建
体
育
科
の
指
導
に
困
る

　
1
器
械
器
具
体
操
が
出
来
な

　
い
。

　
2
ツ
ズ
ム
蓮
動
が
出
來
な
い

　
3
冬
期
や
雨
天
に
体
操
特
に

　
球
技
が
出
來
な
い
。

　
規
則
の
指
運
が
出
來
腐
い
。

三
生
徒
の
身
心
に
及
す
彰
響

　
ユ
明
朗
快
活
度
を
低
下
せ
し

■
る
0

　
2
冬
季
運
動
不
足
で
風
邪
を

　
ひ
ぐ

　
3
姿
勢
が
不
良
に
な
る
、
。

5
身
長
脚
力
内
臓
の
発
逡
が

悪
ぐ
な
る
。

6
休
げ
い
時
が
な
い
爲
生
活

に
し
ま
り
が
な
く
な
る

7
外
傷
を
受
け
る
者
が
多
い

8
蓮
動
不
足
の
爲
胃
膓
障
害

者
が
多
い

9
敏
室
の
室
気
が
汚
れ
緕
核

硯
力
の
減
退
が
憂
慮
さ
れ
る

10

さ
わ
が
し
く
な
り
進
取
的

規
律
的
な
好
ま
し
い
気
風
が

出
來
に
く
い
4

四
そ
の
他
の
支
障

　
1
校
舎
校
’
具
の
破
損
が
紋
な

　
は
だ
し
く
爲
に
職
員
が
憂
う

　
つ
に
な
る
。

　
2
机
の
上
に
上
つ
た
り
窓
か
「

五
安
全
教
育
の
立
揚
か
ら

　
1
危
瞼
な
揚
所
で
も
遊
ば
ね

齢
ば
な
ら
な
い
。

、
2
外
傷
鼻
血
を
出
，
す
者
が
多

　
い
。
凝

　
3
災
害
時
に
避
難
所
が
な
い

以
上
五
ケ
年
聞
の
教
庸
体
験
や

諸
調
査
の
上
に
現
れ
た
支
障
の

要
黙
を
拾
つ
て
見
た
の
で
あ
る

が
見
え
な
い
欠
陰
ぱ
ま
だ
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

建
築
は
請
負
に
附
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
学
区
民
の
協
力
と
当
局

の
鞭
槌
と
に
依
っ
て
一
日
も
早

く
生
徒
が
幸
幅
に
な
れ
る
よ
う

お
願
し
た
い
。

　
　
　
　
　
ユ
ト
ヘ
掌
交
簗
4

春
の
野
球
シ
ー
ズ
ン
を
餓
る

　
　
　
，
松
代
高
校
・
安
高
保
倉
分
校
を
破
る

　
夜
来
の
雨
も
か
ら
り
と
は
れ

た
五
月
晴
，
懸
念
さ
れ
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
コ
ン
ジ
シ
ヨ
ン
も
試

合
開
始
前
に
は
申
分
な
く
．
絶

好
の
野
球
旧
和
、
加
え
で
旧
曜

日
で
、
今
シ
ー
努
ン
最
初
の
試

A口

で
あ
り
多
数
の
好
球
フ
ァ
ン

が
集
っ
た
。
、

，
午
後
一
時
二
〇
分
試
合
は
松

代
高
校
先
攻
に
よ
り
開
始
さ
れ

た
一
回
砺
軍
共
三
者
凡
退
二
回

表
松
代
チ
ー
ム
早
く
も
一
駄
嗣
先

得
」
引
続
き
三
回
四
回
と
蝋
点

宛
計
三
対
○
、
地
元
フ
ァ
ン
の

声
援
に
、
松
代
チ
ー
ム
気
勢
大

い
に
挙
る
、
五
回
更
に
二
点
を

加
え
蕉
対
○
，
試
合
全
く
ワ
イ

サ
イ
ド
、
ゲ
ー
ム
而
し
か
が
ら

後
牛
戦
に
入
り
保
倉
チ
ー
ム
も

反
「
専
に
出
て
良
く
得
瓢
す
れ
ど

時
す
で
に
お
そ
く
三
時
一
〇
分

一
〇
対
五
の
ス
コ
ア
に
て
松
代

高
校
チ
ー
ム
に
凱
歌
挙
る
ー

〃
戦
績
〃

　
試
合
日
　
五
月
二
十
五
日

　
松
代
中
学
グ
ラ
ウ
ン
ギ

　
審
判
、
球
　
関
谷
孝
「
郎
氏

　
　
　
　
亜
　
関
谷
勝
義
氏
・

　
　
　
　
〃
　
古
川
健
一
，

得
点
径
過

　
松
代
0
1
1
1
2
2
3
1
0

保
倉
0
0
0
0
1
2
2
5

　
堺
村

松
小
　
中
鱒
ω

　
α
　
q

保
武
居
高

　
江
野
橋

〃
評
〃

3
7
3
4
5

3打
安
振
四
失

0
3
5
7
7

3

曽“’

　
五
月
下
旬
と
は
云
え
、
輿
際

練
習
を
始
め
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
出
た
嶺
は
一
週
間
足
ら
す
、

誠
に
お
粗
宋
な
技
り
欲
う
で
あ

つ
た
の
も
や
む
得
ぬ
と
恩
う
が

両
軍
共
に
今
後
大
い
に
張
切
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

て
練
習
さ
れ
ん
こ
と
を
望
む
、
、
，

　
打
專
　
守
備
等
の
披
ザ
よ
う

唯
む
や
み
に
時
問
の
み
に
を
盛

す
と
て
上
達
は
せ
の
、
研
究
し

て
早
く
自
已
の
最
良
の
方
法
を

見
出
む
自
己
の
も
の
と
す
る
引

い
て
は
自
信
も
つ
き
、
堂
々
と

試
合
出
来
や
う
、
試
合
全
般
を

見
て
宋
だ
ぐ
の
肇
多
あ

り
、
紙
面
都
合
に
よ
り
以
上
簡

単
に
記
す

　
　
　
無
火
災

　
　
　
　
　
　
　
　
期
待

襲
に
輿
施
さ
れ
ま
し
た
本
村
無

火
災
月
間
蓮
動
実
施
に
当
り
御

一
　
　
　
　
－

脇
力
を
願
い
其
の
成
果
を
上
げ

て
頂
き
ま
し
た
事
に
対
し
有
難

く
感
謝
致
し
て
居
力
ま
す
尚
去

．
る
五
月
二
十
日
縣
主
催
消
防
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

が
長
澗
市
に
開
催
さ
れ
当
日
四

月
中
の
無
火
災
月
間
蓮
動
中
無

火
災
と
し
て
長
岡
市
と
本
郡
の

一
市
『
郡
が
共
の
成
績
を
牧
め

こ
れ
が
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
事
は
一
重
に
郡
民
剛
体
不
断

の
防
火
心
が
今
側
の
表
彰
と
な

つ
た
の
で
す
か
ら
本
村
は
こ
れ

を
機
会
に
術
｝
暦
の
御
注
意
を

猟
叡
畷
縮
壕
雛
難

｝乗
を
期
す
る
よ
う
御
努
力
と
御

協
力
を
藤
い
致
し
ま
ず
．

㎜
次
に
去
る
二
十
『
日
午
后
六
時

ハ

近
村
松
之
山
村
上
川
手
部
落
に

㎜
於
い
て
出
火
し
四
閉
牛
の
七
朋

万
家
嚢
セ
攻
か
り
勺
こ
袋
尭
し

◎
中
學
校
交
部
省
よ
り
表
彰

　
松
代
中
学
校
は
昭
和
一
一
十
六
年

　
皮
学
校
衛
生
統
計
調
査
の
指
定

・
を
受
け
全
校
禰
致
調
査
の
正
確

　
を
期
す
為
努
力
し
て
来
た
の
で

　
め
る
が
身
体
検
査
統
討
や
そ
の

　
他
衛
生
統
計
に
法
律
に
基
す
く

　
予
備
検
査
を
柏
崎
市
に
於
い
て

　
堂
け
提
出
し
た
の
で
あ
る
が
無

　
修
正
で
通
過
し
た
の
で
あ
つ
た

．
此
の
度
敏
育
統
計
功
績
者
表
彰

　
審
査
委
負
会
に
お
い
て
優
良
と

　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
判
定
さ
，
れ
こ
の
栄
与
を
負
つ
た

　
　
な
ぽ
こ
の
調
査
は
昭
和
二
十

　
三
年
老
毎
年
全
国
の
全
学
校

　
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
き
た
悉
皆

　
調
査
の
方
法
を
改
め
昭
和
二
十

は
今
後
に

因
は
野
良
仕
辮
に
出
た
留
守
の

出
来
事
で
，
八
才
の
子
供
が
戸
聞

口
で
火
遊
び
を
ぶ
た
の
．
が
火
災

　
　
　
　
　
　
　
へ

壱
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
す
か

ら
本
村
に
於
い
て
は
か
、
、
る
火

災
の
な
き
よ
う
か
ま
ど
の
周
囲

の
整
頓
並
び
に
子
供
の
火
遊
ぴ

等
嚴
重
に
指
導
し
て
頂
き
自
主

的
に
火
災
予
防
を
計
ら
れ
る
よ

う
特
に
お
願
い
致
し
ま
よ
。
・

伺
御
参
考
迄
に
縣
下
の
三
月
中

火
災
統
計
を
左
記
に
依
り
お
知

月
間
終
る

ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

e
罹
災
棟
教

⑦
佳
家
全
焼
七
件

　
＠
非
住
家
全
焼
八

　
“
合
計
　
二
五
件

O
世
帯
数

　
　
全
焼
｝
四

日
死
者
一
名
，

い
ー
弄
描
郭
κ
雫
孜
　
　
「
G
舅
噸

牛
焼
七

牛
澆
三

q←→牛

二傷焼
卜者三
三件
名

六
年
度
か
ら
標
本
調
査
と
し
て

実
施
さ
賎
た
の
で
あ
る
が
調
査

を
実
施
す
べ
き
十
六
都
道
府
縣

を
文
部
省
で
抽
出
し
本
縣
は
そ

の
指
定
縣
と
な
り
き
ら
に
本
縣

あ
全
学
校
か
ら
小
中
高
等
学
校

一
六
三
狡
が
指
定
さ
れ
て
い
た

こ
の
統
計
は
文
部
省
令
第
八
号

に
よ
る
学
校
衛
生
統
計
調
査
規

、
則
第
三
條
の
二
の
規
定
に
よ
り

文
部
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
。

　
松
代
村
当
局
で
は
村
敏
育
振

預
旛
魏
灘
紺
筋
鰯

璽
鶴
し
粍

一

～
松
く
い
虫
の
蔓
延
を

～
　
．
・
　
　
防
止
せ
よ

｛
皮
付
松
材
の
移
動
は
禁
止

託
度
縣
告
示
第
輔
一
六
九
号
を
、

㎜
以
て
皮
付
松
材
穆
響
餐

じ
松
く
い
虫
の
蔓
延
防
止
を
図

つ
て
來
た
が
今
農
同
命
令
の
一

部
を
改
正
さ
・
れ
松
く
い
虫
の
附

　
　
　
の

着
す
る
お
そ
れ
あ
る
松
材
を
呑

対
照
さ
れ
る
ζ
と
に
な
り
駆
除

の
万
全
を
期
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
か
ら
こ
の
予
防
に
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

｝　　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ひ

荷
、
縣
の
松
く
い
虫
の
被
害
歌

況
よ
り
松
材
は
全
部
松
く
い
虫

一辱
が
附
着
す
る
お
れ
が
あ
る
．
も

の
と
み
な
す
見
解
で
む
り
ま
す

か
ら
関
係
は
特
に
万
全
を
期
し

て
下
さ
い
。

大
掃
除
を
や
り
ま
し
よ
う

　
　
．
恐
る
べ
き
傳
染
病
を
未
然
に
防
ご
う

べ
ざ
夏
期
傳
染
病
発
生
防
止
に

ガ
全
を
期
し
丈
化
，
的
で
住
み
ょ

い
村
を
作
り
ま
し
ょ
う
術
本
村

で
は
左
記
事
項
に
基
き
」
，
齊
に

清
掃
を
輿
施
す
る
事
に
な
つ
て

居
ヶ
ま
す
か
ら
必
ず
期
間
内
に

済
ま
せ
る
様
に
し
て
下
さ
い
。

．
－
　
　
記

の
輿
施
期
間

’
冊
月
輔
、
一
十
六
日
よ
り
三
十
日

　
ま
で

口
実
施
要
領

⑦
室
内
の
清
潔

　
　
艇
具
及
ぴ
敷
物
の
日
光
漕

　
　
毒
を
十
分
に
行
い
敷
物
を

嘱
偶
躍
蜻
調
ゼ
整

　
敷
く
と
き
紋
D
D
T
の
液

　
剤
又
は
粉
末
を
散
布
し
共

　
の
上
に
古
新
”
聞
紙
を
す
き

　
ま
な
く
敷
い
で
か
ら
敷
物

　
を
敷
い
て
下
さ
い
。

＠
床
下
の
清
描

　
床
下
に
あ
る
ご
み
を
良
く

　
掃
き
取
り
石
次
又
は
D
D

　
T
を
散
布
し
て
下
さ
い
術

　
通
風
を
良
く
し
て
出
來
る

　
だ
妙
漏
気
を
防
ぐ
様
に
し

　
特
に
流
し
揚
の
附
近
は
蛆

　
が
わ
懸
や
す
．
い
か
ら
念
を

　
入
れ
て
清
帰
し
藥
剤
も
多

　
彙
に
散
布
し
て
下
さ
い

◎
下
水
の
清
掃

　
下
水
溝
の
流
れ
を
良
く
し

　
て
い
つ
も
汚
水
が
溜
ま
ら

　
ぬ
様
注
意
ー
D
D
T
の
液

　
剤
か
粉
末
を
散
布
し
て
置

　
い
て
下
さ
い
。

◎
便
所
に
つ
い
て

　
汲
取
砕
を
遮
へ
い
し
て
溜

　
の
中
を
曙
く
し
蛆
の
発
生

　
を
防
ぎ
、
も
し
蛆
の
わ
い

　
た
際
は
を
じ
ご
ろ
し
又
は

　
D
．
D
T
を
散
布
し
て
多
く

　
な
ら
な
い
中
に
殺
し
て
下

　
さ
い
。

伺
近
日
中
に
D
D
T
液
剤
を
無

料
配
付
す
る
事
に
参
つ
て
居
り

ま
す
が
少
な
い
為
最
近
傳
染
病

の
発
生
し
た
部
落
及
ぴ
交
通
頻

繁
に
し
て
危
瞼
性
の
あ
る
部
落

に
の
み
重
点
的
に
配
付
す
る
事

に
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

松
代
小
唄
生
ろ
｝

数
年
來
青
年
暦
や
欄
般
有
識
煮

藺
に
そ
の
誕
生
を
望
ま
れ
て
い
㎜

た
我
が
松
代
村
の
民
謡
と
も
云

う
べ
き
小
唄
が
市
川
縣
議
の
生

訂
松
山
教
官
の
作
曲
に
よ
り
些

の
度
吹
雲
よ
り
明
け
た
新
緑
辺

松
代
に
恰
も
村
の
発
展
を
就
嘔

．
牽
る
如
く
誕
生
し
た
。
・
．
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

村
内
は
勿
論
出
稼
等
の
際
は
塾

い
故
郷
の
室
を
し
の
び
乍
ら
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
い
に
唄
い
、
皆
さ
ん
の
協
力
に
㎜

一
よ
り
広
く
内
外
に
宣
傳
さ
れ
五

事
を
望
む
次
策
で
す
。
　
」
、
｝

芸
る
三
日
威
人
式
の
際
第
剛
蹴

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

否
発
表
が
行
わ
れ
た
が
今
後
直

覇
欝
傭
謬
御
簸
説
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陶
大
学
教
投
に
振
付
け
を
依
艇

｝
争
で
う
つ
で
二
ぼ
塀
花
黄
欠
鷹
．

こ
、
春
は
蝶
と
痘
浄
土
の
坂
や
夢
の
仲
町
霞
に
明
け
て

　
　
　
、
操
か
わ
ら
の
松
代
村
は
ホ
ン
ニ
日
本
の
若
い
町

　
　
　
　
　
　
ア
チ
ァ
、
ホ
ン
ト
ニ
、
ソ
ヂ
ャ
ナ
イ
ヵ
．

二
、
桜
険
く
春
、
茂
山
葉
山
秋
は
城
山
狭
霧
に
暮
れ
て

　
　
　
道
の
小
草
む
稻
穗
に
か
わ
る
ホ
ン
ニ
松
代
よ
い
ど
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
「
ア
チ
ャ
、
ホ
ン
ト
ニ
、
ソ
ヂ
ヤ
ナ
イ
カ

三
、
鐘
菰
夕
慕
、
烏
も
帰
り
や
、
何
か
知
ら
ぬ
ど
涙
だ
落
ち
る

　
　
　
　
お
月
様
さ
え
十
三
七
ッ
お
主
思
う
が
無
理
か
い
ナ

　
　
　
　
　
　
ァ
チ
ャ
、
ホ
ン
ト
ニ
．
、
ソ
ヂ
ャ
ナ
イ
カ

四
、
六
十
余
郷
の
鎭
め
の
紳
と
グ
サ
リ
傳
う
て
登
つ
て
く
れ
ば

　
　
　
可
愛
い
セ
ー
タ
の
お
の
娘
も
続
く
四
月
八
日
の
松
苧
山
・

　
　
　
　
　
　
ア
チ
ヤ
、
ホ
ン
ト
ニ
、
ソ
ヂ
ヤ
ゾ
イ
カ

五
、
地
勅
つ
き
ぬ
く
男
の
腕
で
仙
と
掘
り
出
す
あ
の
黒
グ
イ
ヤ

　
　
　
田
沢
炭
鉱
宝
の
際
え
わ
し
も
行
き
ま
す
ト
ロ
押
し
に

　
　
　
　
　
　
ア
チ
ャ
、
ホ
ン
ト
ニ
、
ソ
ヂ
ャ
ナ
ィ
ヵ
、

六
つ
き
ぬ
想
い
は
あ
の
ル
リ
色
の
サ
サ
ラ
サ
ラ
サ
ラ
渋
一
海
の
流

　
　
　
た
つ
な
仇
波
今
夜
の
月
が
ジ
ッ
ト
笑
顔
を
写
し
て
る

　
　
　
　
　
　
ア
チ
ャ
、
ホ
ン
ト
ニ
、
ソ
ヂ
ヤ
ナ
｛
力

七
、
み
グ
、
れ
降
る
朝
涙
で
別
れ
女
な
り
や
こ
そ
留
守
居
の
苦
主

　
　
磨
．
ぺ
卍
警
・
よ
↓
ニ
ヲ
ー
沐
し
、
5
・
p
r
．
び
．
、
ノ
猛
・
・

慣
を
筑
」
㌧
つ
ぜ
．
、
門
，



第五十三号

，
眉
幽
麟
樋
鞠
　

　
　
　
業
協
同
緯
合
を
蓮
営
す
る
こ

　
　
と
は
、
他
の
個
人
企
業
や
会
肚

　
　
な
ど
を
蓮
営
す
る
場
合
に
比
較

　
．
し
て
、
な
か
く
複
雑
で
あ
り

　
　
む
づ
か
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す

　
　
　
そ
れ
は
協
同
組
合
が
他
の
会

　
　
肚
な
ど
と
は
違
つ
た
特
別
な
性

　
　
質
を
も
つ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
　
　
そ
の
違
い
を
次
に
挙
げ
て
み

　
　
ま
す
と

　
　
嚇
第
剛
に
組
合
の
持
ち
主
で
あ

　
　
寡
多
数
の
組
合
員
が
同
時
に
組

　
　
合
の
事
業
の
利
用
者
で
あ
番
と

　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
ら
う
こ
と

　
　
　
．
第
二
に
組
合
⑪
事
業
の
相
手

　
　
方
は
原
則
と
し
て
組
合
員
に
限

　
　
ら
れ
、
組
合
員
以
外
の
者
を
相

　
　
争
に
し
て
自
由
に
事
業
を
行
う

　
　
こ
と
を
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
第
三
に
組
合
の
持
ち
主
で
あ

　
　
り
、
組
合
の
事
業
の
相
手
方
で

　
　
あ
る
組
合
員
は
、
組
合
の
定
款

　
　
で
定
め
ら
れ
た
地
区
に
関
係
の

　
　
め
す
渉
定
つ
た
資
絡
を
持
つ
た

　
　
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
農
業
協
同
組
合
は
、
以
上
の

　
　
や
う
な
特
別
な
性
質
を
持
つ
て

　
　
い
ま
す
の
で
、
そ
の
蓮
営
に
当

　
　
つ
て
は
特
に
吹
の
ζ
と
を
忘
轟

　
・
て
は
な
ら
な
い
こ
¶
と
に
な
り
ま

　
　
す
。

　
　
・
ま
づ
第
剛
に
農
業
協
同
組
△

　
　
の
事
業
は
組
合
員
が
、
組
合
砂

　
　
事
業
は
自
分
た
ち
の
た
め
に
行

　
　
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

　
　
と
を
は
つ
き
り
理
解
し
て
、
充

　
　
　
に
そ
れ
を
利
用
し
て
行
く
乏

　
　
い
う
の
で
な
け
れ
ば
発
展
じ
ま

　
　
せ
ん
。
組
合
の
蓮
営
が
成
功
す

　
　
る
か
ど
テ
か
は
、
、
組
合
員
が
自

　
　
　
た
ち
の
組
合
の
運
営
に
深
い

　
　
関
心
を
寄
せ
積
極
的
に
こ
れ
に

　
　
参
加
す
る
か
ど
う
か
に
か
、
つ

　
　
て
い
る
と
い
つ
て
も
過
言
で
は

　
　
な
い
の
で
す
。

　
　
　
そ
し
て
第
二
に
は
、
組
合
の

　
　
役
員
や
職
員
は
、
．
常
に
組
合
員
．

　
　
の
要
求
を
察
　
　
　
そ
の
事
業

行登回
　
一月聞新舘民公代松日

、
五
．
十

二
，
月五・年

，
七十二和昭

■
②

農
業
協
同
組
合
昼
他
の

　
　
　
企
業
ε
ご
う
ち
が
う
か
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
』

を
組
合
員
っ

る
よ
う
に

り
ま
せ
ん

繍
縫
雄

φ
羅
燧

　
組
合
の
事
業
と
組
合
員
が
和

用
す
る
こ
と
に
依
つ
て
組
合
員

に
最
大
の
利
釜
が
昏
た
ら
さ
れ

る
ぴ
よ
う
に
、
絶
え
す
工
夫
と
努

力
を
彿
つ
て
行
く
任
務
を
帯
び

て
い
乃
の
で
す
。
組
合
員
の
利

釜
を
離
れ
て
、
，
他
の
者
と
取
引

き
を
し
た
り
、
ま
．
た
自
分
た
ち

だ
け
の
利
釜
の
た
め
に
組
合
の

経
営
を
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
訳
で
す
。

　
從
つ
で
第
三
に
は
、
組
合
員

も
組
合
の
役
職
員
も
お
の
く

鶴
徽
轡
騰
驕
撹
量

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
．

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
組
合
の

役
職
員
は
組
合
に
関
す
る
q
切

の
こ
と
を
出
來
る
だ
け
詳
し
く

組
合
員
に
知
つ
て
貰
う
と
同
時

窯
、
組
合
に
対
す
る
組
A
自
員
の

意
見
を
絶
え
す
．
知
る
機
會
を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
組
合
員
も
固
く
団
結
℃
て

組
合
の
役
職
最
に
協
力
し
て
行

く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
－

　
以
上
述
ぺ
た
よ
う
な
こ
と
が

輿
際
に
行
わ
れ
る
な
ら
ぱ
、
農

業
協
冊
組
合
の
前
途
は
、
ま
こ

と
に
洋
々
た
る
も
の
が
あ
り
ま

し
ょ
う
。
そ
こ
で
そ
の
た
め
に

紅
合
員
や
組
合
の
役
職
員
が
何

を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
を

考
え
て
見
ま
し
よ
シ
。

は
組
合
の
蓮
営
κ
直
接
参
加
す

る
権
利
が
あ
り
ま
す
が
、
同
時

に
組
合
を
本
当
に
自
分
た
ち
の

も
σ
に
じ
て
行
く
た
め
に
果
す

べ
き
義
務
も
あ
る
わ
け
で
す
。
，

こ
の
大
切
な
権
利
と
義
務
は
ぜ

ひ
立
派
に
果
し
て
行
か
な
け
れ

ば
、
な
り
ま
せ
ん
。
組
合
⑳
重
要

な
事
柄
は
す
べ
て
正
組
合
員
に

よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。
法
律
で
組
合
員

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
権
利
を

与
ズ
ら
れ
て
い
て
も
組
合
員
自

身
が
「
組
合
は
自
分
た
ち
の
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
。
て
は
そ
の
権
利
ぢ
死
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
自
分
の
も
の
を
輔

暦
よ
い
も
の
に
し
て
行
ご
う
と

い
う
努
力
が
行
わ
れ
多
と
き
は

じ．

め
て
こ
れ
ら
の
権
利
も
活
き

組
合
の
事
業
も
発
展
す
る
の
で

す
。
そ
れ
で
は
組
合
員
が
組
合

の
蓮
営
の
た
め
に
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
重
要
な
こ
と
を
挙
げ

て
み
ま
し
よ
う
。
．

①
、
役
員
の
選
挙
に
当
つ
て
は

・
本
当
に
組
合
員
の
味
方
で
あ

　
瀕
人
格
者
セ
あ
り
、
そ
し
て

』
有
能
な
、
人
を
選
ぷ
こ
と
で
ナ

②
、
組
合
の
事
業
や
財
産
の
歌

　
況
に
つ
い
て
は
、
何
で
も
よ

　
く
知
0
、
正
し
く
理
解
す
る

　
　
　
組
合
の
運
螢
に
於
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
合
員
の
役
割

農
業
協
同
組
合
な
組
合
員
自
身

の
適
の
で
す
か
ら
、
組
合
員
肥
　
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
、
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

　
　
組
合
の
蓮
営
方
針
の
決
定

　
に
際
し
て
は
、
積
極
的
に
意

　
見
を
述
べ
て
、
役
員
の
正
し

　
い
計
画
の
樹
立
に
協
力
す
る

　
こ
と
で
す
。
．

，
を
よ
く
わ
辱
ま
え
、
無
理
な

　
要
求
を
持
？
こ
ど
に
よ
っ
て

　
組
合
の
経
営
に
混
乱
を
起
さ

　
せ
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

④
、
．
組
合
に
要
求
し
得
る
限
度

⑤
、
組
合
の
職
員
が
気
持
よ
く

’
組
合
員
の
た
め
に
働
け
る
よ

　
う
に
職
員
に
協
力
す
る
こ
ζ

，
で
す
。

⑥
、
專
ら
組
合
の
事
業
を
利
用

　
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
組
合

　
事
業
の
発
展
に
脇
力
ず
る
こ

　
と
で
す
。

　
組
合
の
事
業
分
量
が
増
大
す

“
ば
す
る
程
、
組
合
経
営
の
基

礎
は
強
固
に
な
り
、
対
外
的
に

信
用
力
を
増
し
競
争
者
に
対
抗

す
る
力
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
前
に
も
述
べ
ま
，
し
た
よ
う
に

組
合
員
は
組
合
の
持
ち
主
で
あ

る
と
同
時
に
、
組
合
事
業
の
相

手
方
で
も
あ
り
、
從
つ
て
ま
た

組
合
の
運
営
に
重
大
な
責
任
を

荷
つ
て
い
る
の
で
す
。
組
合
の

蓮
営
が
う
ま
く
行
つ
て
組
合
員

砂
利
釜
が
塘
進
す
る
か
ぎ
う
か

ぱ
、
組
合
員
自
身
が
組
合
の
遇

営
に
大
き
な
関
心
を
抽
ち
」
積
、

極
的
に
こ
れ
に
協
力
す
る
か
ど
・

う
か
に
か
、
る
の
だ
と
い
う
こ

と
が
明
か
に
な
つ
た
と
恩
い
ま

す
鴻

組
合
の
運
螢
に
於
ち

　
　
　
　
　
　
・
役
員
の
役
割

（
イ
）
理
事
に
役
割

　
農
業
協
同
組
合
に
お
い
て
も

弛
の
団
休
と
同
様
ゐ
理
事
に
本

当
の
適
任
者
が
得
ら
れ
る
か
ど

シ
か
が
そ
の
経
営
に
重
大
参
影

響
を
も
た
ら
ル
ま
す
。

　
組
合
の
理
事
は
組
合
の
看
板

や
飾
り
物
と
し
て
選
ば
れ
惹
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
理

察
に
ふ
さ
わ
し
い
人
は
ど
ん
な

資
格
を
持
り
て
い
る
人
か
と
い

い
ま
す
と

①
何
よ
り
も
重
要
な
ζ
と
は

　
本
当
に
組
合
員
の
味
方
で
あ

　
り
組
合
に
つ
い
て
正
し
い
理

　
解
を
持
つ
た
人
で
あ
る
こ
と

②
監
誠
輿
で
嚴
正
公
李
で
組
合

ー
員
全
部
の
信
望
を
担
い
得
る

　
人
で
あ
る
こ
と
。

⑧
理
事
と
し
て
の
事
務
能
力

　
が
備
わ
つ
て
い
る
人
。

刷
理
事
は
総
會
で
決
め
ら
れ
た

蒐
の
方
針
の
下
に
組
合
蓮

舵
嬬
疑
舞
霧
蟹

職
員
に
必
要
な
指
示
を
な
し
、

職
員
が
そ
の
指
示
に
し
た
が
つ

患
警
仕
蓼
し
て
い
る
か
一

濫
鋤
鋳
嫁
嚇
し
．
行
．
一

（
ロ
）
監
事
の
役
割

　
組
合
の
監
事
は
、
組
合
の
執

行
機
関
で
あ
る
理
事
が
業
務
の

執
行
を
誤
ら
な
い
よ
う
に
絶
え

す
監
督
し
、
、
ま
た
組
令
員
の
利

釜
を
守
る
お
め
に
、
常
に
組
合

財
産
の
欺
態
を
監
査
す
る
貴
任

を
持
つ
て
い
る
組
合
の
監
察
機
㌧

関
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
制
度
が
特
に
設

け
ら
れ
て
い
ろ
の
は
、
。
組
合
に

は
執
行
機
関
で
あ
る
理
事
の
行

為
を
制
約
す
る
総
会
と
い
シ
最

高
の
機
関
が
あ
る
け
れ
ど
．
も
、

こ
れ
は
常
時
開
か
れ
て
い
る
訳

で
な
い
の
で
、
こ
、
に
常
設
の

監
査
欝
を
設
け
て
絶
え
壌

合
の
活
動
を
自
守
的
に
統
御
し
『

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

囑
発
芳
茗
、
こ
毫
藍

薯
力
よ
く
そ
の
、
職
務
を
果
し
て

箭
ぜ
れ
粟
然
蒔
≦

認
潔
郵
警
雛
懲

㎝
監
事
の
選
誉
当
つ
再
に

．
考
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

主
な
号
を
挙
げ
れ
ぱ

｝
①
上
鹸
幌
襲
蟹

一
と
．
．

⑨
　
嚴
正
公
李
な
態
度
を
も
つ

、
て
正
義
の
た
め
に
拡
一
歩
も

　
譲
ら
の
と
い
う
よ
う
な
人
で

一
あ
畜
こ
と
．

㎜
⑧
－
会
計
計
理
の
面
に
明
る
い

｛
人
で
砦
こ
も

　
組
合
運
営
の
職
員
の
役
割

　
職
員
は
、
，
理
事
の
指
示
に
從

ろ
て
お
互
同
志
緊
密
な
連
絡
を

τ
り
ね
が
ら
与
え
ら
れ
た
任
務

藁
す
窃
唇
人
の
才
能
や
ー

　
9

技
リ
ヨ
ウ
を
最
大
限
に
発
揮
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
c

「
こ
の
場
合
自
分
の
任
務
を
渠

す
た
め
に
こ
う
し
て
貰
つ
た
方

が
よ
い
と
信
す
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
・
そ
れ
。
ぐ
順
序
に
從
つ
で

理
事
に
進
言
す
惹
こ
と
が
出
來

ま
す
。
，
上
級
職
員
は
下
級
職
員

の
要
望
を
尊
重
し
、
『
こ
れ
に
公

正
な
判
断
を
加
え
て
自
分
の
意

見
と
、
も
に
理
事
に
傳
達
し
な

け
れ
ぱ
猟
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
意
見
が
他
人
に
と
り

入
れ
ら
れ
る
と
い
”
う
こ
と
は
誰

に
と
つ
て
も
愉
快
な
こ
と
で
あ

り
ま
し
よ
う
。
集
会
や
事
務
所

に
来
た
機
會
に
総
合
員
が
気
軽

に
粗
合
に
対
す
る
批
判
や
組
，
合

の
蓮
営
に
関
す
る
積
極
的
な
意

　
　
　
の

見
を
述
べ
る
こ
と
も
非
常
に
大

切
な
こ
と
で
あ
り
ま
塊

　
私
た
も
の
生
活
を
暮
し
よ
イ

す
る
た
め
に
是
非
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
柄
を
、
協
同
組

合
を
利
用
レ
て
行
く
よ
う
に
、

皆
で
積
極
的
に
御
意
見
を
述
べ

松
代
村
農
薬
協
同
組
合
の
忽
口

ま
で
御
知
ら
せ
下
さ
い
。
．

　
あ
や
ま
ち
の
起
ら
な
し
よ
ろ

に
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
組
合
の
財
湘
圧
が
危
瞼
歌
態
に
．

陥
つ
た
り
，
業
務
ナ
の
不
正
が

　
　
　
☆
金
肥
ミ
有
畜
農
業

曜
年
あ
た
り
か
ら
諸
物
価
が
大
体
に
於
て
安
定
し
て
来
ま
レ
た

が
農
家
に
乏
つ
て
最
も
関
係
の
深
い
肥
料
は
年
委
上
昇
の
一
途

を
辿
り
將
卒
画
亦
電
力
事
惰
輸
轟
の
関
係
等
に
依
り
値
下
与
は

望
め
な
い
と
言
う
歌
況
起
有
り
ま
し
て
肥
料
対
策
を
再
検
討
し

て
見
る
必
要
が
有
り
ま
す
－

共
処
で
本
年
の
春
肥
と
し
て
使
用
さ
れ
た
松
代
村
．
の
金
肥
の
量

と
金
額
は
大
休
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

窒
素
質
二
六
〇
〇
〇
貫

燐
酸
質
　
“
七
〇
〇
〇
〃

加
里
贋
．
　
三
〇
〇
〇
〃

配
合
肥
料
，
　
二
〇
〇
〇
〃
『

漕
石
次
　
五
〇
〇
〇
〃

合
　
計
五
三
〇
〇
〇
〃

二
六
五
万
円

＝
二
〃

　
二
八
〃

　
剛
九
〃

　
輔
○
万
円

四
三
四
万
円

謂
代
と
し
て
畜
逡
の
が
村
裂
米
黍
の
駒
二
割
に
相

｝当す
る
訳
で
切
り
ま
す
　
土
地
の
性
質
に
依
り
三
要
素
の
使
用

比
奪
を
厩
究
す
る
事
は
別
と
し
て
増
産
の
爲
に
は
之
に
必
要
な

、
肥
料
は
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
だ
か
ら
如
何
に
肥
料
費
を
節

減
し
て
術
柵
産
を
す
る
に
は
と
言
う
事
を
考
え
て
來
る
時
に
至

り
有
畜
農
業
を
営
み
堆
肥
の
生
産
に
依
り
金
肥
に
換
で
施
す
事

に
於
て
肥
料
代
金
四
割
程
度
の
軽
減
は
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堆
肥
生
産
に
は
堆
肥
小
屋
尿
溜
等
の
設
備
が
欲
い
の
で
す
が
何

れ
掠
畜
家
禽
を
飼
育
す
る
と
言
う
事
が
肥
料
費
節
哉
の
第
一
歩

で
あ
り
農
家
経
済
の
根
本
を
な
す
も
の
と
言
い
得
る
訳
で
あ
り

『
、
ま
す
。
此
硯
点
松
代
村
で
も
早
く
よ
り
著
眼
し
て
畜
産
為
近
年

．
盛
ん
に
成
つ
て
参
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
最
近
畜
産
物
ψ
値
下

り
と
返
し
て
飼
料
高
は
さ
。
す
る
と
畜
産
意
慾
を
後
退
さ
せ
ろ

．
状
態
に
成
つ
て
来
｛
’
だ
G

㎜
麟
都
％
輔
略
離
報
欝
難
雛
麓
駿
⑰

少
な
い
が
優
秀
な
堆
肥
生
産
に
依
つ
て
肥
料
代
が
四
割
も
節
約

出
來
る
と
し
た
ら
直
接
現
金
牧
入
が
無
く
と
も
畜
産
と
し
て
の

価
偵
は
相
当
高
い
も
の
で
あ
り
再
三
指
摘
す
る
合
理
的
な
経
営

を
実
施
ん
た
揚
合
有
利
な
副
業
で
あ
ゆ
農
業
に
瓠
り
離
す
事
の

出
察
な
少
も
の
で
あ
る
事
が
解
吻
ま
す
。
幸
に
飼
料
も
幾
分
下

り
坂
に
，
向
つ
た
感
が
あ
り
麩
が
七
百
円
台
に
成
り
ま
し
た
が
、

來
月
頃
が
買
い
時
胴
練
も
今
、
月
．
牛
過
ぎ
が
嚇
番
底
値
と
言
う
所

澱
粉
粕
は
今
が
買
い
時
で
す
か
ら
養
豚
家
は
今
が
買
い
時
と
考

　
　
　
　
ぬ

え
ら
れ
る
か
ら
冬
の
分
も
今
の
中
に
手
配
す
る
様
奨
め
ま
す
。

ぽ
つ
く
田
植
が
始
ま
り
ま
し

た
が
今
年
の
苗
代
初
期
に
於
け

る
天
候
は
案
外
不
順
で
あ
つ
牝

し
其
の
后
も
低
温
の
日
が
多
か

つ
た
、
め
苗
は
．
咽
般
に
細
く
幾

分
軟
い
感
じ
が
し
ま
す
の
で
田

植
に
当
つ
て
は
左
記
事
項
に
充

分
留
意
ぜ
む
れ
度
い
。
．
　
・
』

　
一
、
田
植
の
時
期
．
今
年
は
李

年
よ
り
『
す
じ
播
き
』
も
四
、
流

旦
逓
れ
苗
も
少
し
若
い
感
が
あ

り
ま
す
か
ら
い
つ
も
の
よ
う
に

二
十
日
前
后
の
苗
を
植
い
る
こ

と
は
稻
の
生
理
的
に
も
無
理
が

’
あ
る
か
ら
本
年
ば
苗
代
旧
数
は

少
く
乏
も
三
十
五
日
以
上
四
十

日
前
后
で
苗
令
は
早
生
種
は
★

～
七
令
中
晩
生
種
は
七
～
八
令

の
充
輿
し
た
苗
を
適
期
に
植
い

る
よ
－
に
し
な
け
れ
馨
ら
ぬ
｝

二
、
本
田
肥
料
　
今
后
の
天
候

は
予
測
で
き
な
い
が
気
象
脅
の

長
期
予
報
で
は
六
月
以
降
の
天

候
も
｝
般
に
低
温
で
変
調
の
如

ぐ
傳
小
，
巧
れ
て
い
み
の
で
不
良

　
　
　
　
今
、
年
の

由
植

天
候
に
そ
な
え
て
今
年
の
肥
料

は
燐
酸
、
加
里
に
重
織
を
置
き

反
当
燐
酸
肥
料
に
於
て
は
過
燐

酸
石
次
、
、
熔
成
燐
肥
等
の
揚
合

は
五
貫
目
以
上
加
里
肥
料
に
於

て
は
塩
化
加
里
で
二
貫
目
以
上

必
す
施
す
よ
う
に
し
施
用
時
期

も
田
穂
前
に
や
る
よ
う
に
す
る

三
、
苗
代
未
期
の
追
肥
　
低
温

の
た
め
幅
般
に
苗
の
色
が
あ
せ

て
い
る
が
肥
料
が
李
年
並
に
入

つ
て
い
る
揚
合
の
追
肥
は
危
陰

で
す
か
ら
極
端
な
肥
切
れ
歌
態

の
も
の
以
外
は
追
肥
は
や
ら
な

ヤい
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

四
、
苗
取
り
　
苗
取
り
前
に
稗

抜
き
を
二
、
三
回
や
つ
て
鍔
取

り
の
揚
合
稗
を
除
く
手
際
・
．
省

ぐ
と
ヤ
も
に
木
田
一
㌧
紳
を
持
江
一

ま
な
い
様
に
し
、
苗
取
り
は
出
、

來
．
る
だ
け
町
瞬
、
に
。
や
つ
て
苗
を

燃
㍑
胸
綴
腰
豊
蕩
錆
加
齢
膳
鑓
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
む

三
日
前
に
木
次
や
人
尿
等
を
や

る
揚
合
も
人
尿
、
硫
安
等
の
量

ヌ
多
い
と
苗
が
軟
弱
に
な
り
稻
・

㎜
熱
病
の
誘
因
と
も
な
り
ま
す
か

｛ら注
意
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

五
、
栽
』
植
密
度
　
現
在
の
歌
況

か
ら
す
る
ど
昨
年
に
引
続
き
本

年
も
早
魑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
早
魑
田
に
於
て
は
今
年
は
幾

分
密
植
し
た
方
が
よ
い
ー
但
し

肥
料
が
李
年
よ
り
多
い
揚
合
は

そ
の
限
り
で
な
い
ー
と
思
ね
れ

る
し
一
株
本
数
も
一
本
植
．
は
極

力
避
け
て
二
～
三
本
植
に
し
た
・

方
が
よ
い
。
。
．

六
、
椎
い
込
み
の
深
き
　
田
植

時
の
苗
は
普
通
六
え
八
の
節
を

も
つ
て
い
る
が
そ
の
節
も
根
本

に
轡
集
し
て
い
る
の
で
深
植
い

す
る
と
節
の
全
部
が
土
中
に
埋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

淡
さ
れ
貧
弱
な
分
藁
は
枯
れ
て

し
ま
う
し
共
分
后
0
分
葉
も
大

変
遅
れ
て
牧
穫
に
大
き
な
影
響

が
あ
る
か
ら
田
植
は
出
來
る
だ

け
浅
植
い
に
し
『
爽
込
植
』
に
輔

な
ら
な
い
よ
う
注
意
の
こ
と
。
｝

七
、
■
折
駅
窟
代
苗
の
閉
椛
い
瞳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

天
の
日
に
折
衷
苗
代
苗
を
き
よ
幽

植
い
す
る
モ
葉
が
萎
れ
て
枯
れ
㎜
，

る
揚
合
が
多
い
か
ら
植
え
る
際
㎜

は
輔
～
二
寸
水
を
張
っ
て
か
ら
｝

植
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
　
　
、

五
、
取
り
置
き
苗
　
作
業
の
都
∵

ハ
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

｝
合
上
時
に
歌
．

．
苧
‘
超
く
こ
と
が
あ
る
が
こ
’

｝
よ
う
に
何
日
も
置
く
揚
合
は
趣
蜘

鍍
に
苗
を
弱
ら
せ
活
着
や
そ
⑳
…

⇒
h
ζ
ζ
厚
賦
三
ミ
厚
甑
岬
h
ご
ζ
”
餌
贈
一
鱒
映
ど
ζ
h
ε
厭
｛
嘱
醐
き
ご
周
き
鱒
㌧
き
三
嵐
二
以
∈
属
一
3
同
覧
嵐
”
艇
ご
ご
ど

　
蚕
体
無
害

・
蚕
病
滑
毒
剤

　
　
▼
蚕
体
、
滑
毒
法

．
①
白
彊
蚕
共
の
他
の
硬
化
病
を

発
見
し
た
時
は
先
す
共
の
病
蚕

を
テ
ト
ラ
イ
ト
蝸
O
O
倍
液
に

投
入
し
消
毒
し
ま
す
。
次
に
日

中
な
る
べ
く
暖
い
時
間
を
選
ぴ

蚕
室
を
全
部
開
放
し
て
蚕
座
を

乾
燥
し
給
桑
前
に
テ
ト
ラ
イ
ト

ニ
O
O
偲
液
を
蚕
兜
及
蚕
座
全

休
に
充
分
浸
る
程
度
（
普
通
養

箔
、
｝
合
位
y
の
割
合
に
撤
布
し

大
体
｝
蟹
座
の
乾
い
た
頃
を
見
計

ひ
籾
糠
又
は
切
藁
を
撒
き
更
に

網
を
か
け
て
給
桑
し
除
沙
を
行

ち
て
別
箔
に
移
し
ま
す
．
條
聖

』育や
第
飼
で
は
共
の
後
充
分
笈

く
の
を
待
つ
て
袷
嚢
く
弓
£
の
｝

テ
ト
ラ
イ
瀞
使
用
法

除
沙
は
省
略
し
て
も
差
支
あ
う

ま
せ
ん
。
F
以
上
の
方
法
を
稚
蚕

期
な
ら
ば
一
令
『
回
肚
蚕
期
な

ら
ば
｝
日
輔
回
宛
三
回
位
行
え

ば
完
全
に
予
防
駆
除
の
且
的
を

達
威
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

②
蛾
の
軟
化
病
予
防
の
場
合
は

繭
又
は
サ
ナ
ギ
を
原
繭
保
“
護
燃
揖

の
類
に
納
め
之
に
テ
ト
ラ
イ
ト

の
周
○
○
倍
液
を
全
体
に
浸
る

程
度
に
撒
布
す
れ
ば
完
全
に
溝

葉
暴
ま
晃
妻
ナ
ギ
璽

け
の
揚
倉
巷
警
た
こ
ろ
『

糠
叉
は
藁
窯
警
て
発
蛾
を
錐

ち
ま
す
⑧
以
上
何
れ
の
揚
合
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

編
綴
顯
嬰
ド
鵬
正
が
｝

取
り
置
き
㍑
誓
∵
し

に
，
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

ま
せ
ん
術
こ
の
漕
毒
を
行
う
時
㎜

に
は
同
時
に
所
要
の
蚕
室
や
董

具
類
、
貯
桑
揚
取
扱
者
の
顔
や
．

手
足
の
露
出
部
、
衣
服
類
を
充

分
に
溝
毒
す
る
事
が
必
要
で
す
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